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１．研究計画の概要 
これまでの研究により、チンパンジーが１回
の出産のために数百回から千回以上の交尾
を行うことがわかっている。なぜこれほどま
で多くの回数の交尾を行うかという理由と
しては、これまで様々な仮説が提唱されてき
ているが、未だ解決はみていない。本研究で
は、メスのチンパンジーの性行動、遊動・採
食行動、生まれた子どもの生存率を調べて、
１）１回の出産のために要する月経サイクル
数と交尾の回数、２）早期流産の頻度と妊娠
しにくさの関係、３）交尾行動や生涯産子数
にかかわるコスト、４）不妊期間中の多数回
交尾によってもたらされるベネフィットに
ついて明らかにするものである。 
 
２．研究の進捗状況 
調査は、ウガンダ共和国カリンズ森林保護区
の M 集団の野生チンパンジーを対象に行う。
1997 年度に調査を開始して以来、現地調査
員が調査を続けているが、今年度に関しては、
橋本が、2010 年１1 月から 2010 年２月に現
地に行き、現地調査を行う。下記データを収
集するとともに、日本人研究者の不在期間中
に現地調査員のとったデータを確認し、彼ら
の調査方法に関してもチェックする。橋本が
帰国した後も、現地調査員２名が調査を続け
る。 
調査は、M 集団のオトナのメス９個体を対象
に以下の方法で行う。 
１）メスの性的状態のモニター：毎朝２チー
ムに分かれて調査対象の９個体を探し、発見
できた個体については発情の指標となる性

皮の腫脹の状態を記録する。また、今年度か
ら糞も採集し、ホルモン分析用の試料とする。 
２）個体追跡による連続データの収集：調査
対象の９個体から１個体を選び、個体追跡に
よって、以下のデータを収集している。 
(a) 遊動についてのデータ 
GPS を用いて、追跡個体の位置を 1 分おきに
記録する。 
(b) パーティのデータ 
対象個体を追跡する間、1-hour party 法
（Hashimoto 他, 2001）を用いて追跡個体の
参加しているパーティの構成を記録する。 
(c) 採食行動と社会行動についてのデータ 
現在、2007 年度から 3 年度分のデータを収
集した。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
順調にデータを収集している。また、当初予
定していた妊娠検査キットがうまく使えな
いことなどがわかったが、糞による新しい方
法を試みることによって解決の見込みがあ
る。 
 
４．今後の研究の推進方策 
尿によるホルモン試料が集められる場合は
従来通りの尿検査キットによる妊娠の判別
を行い、難しい時には、糞試料による分析を
するために、糞試料を収集する。糞試料の分
析の専門家とも研究連絡を行う。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に



は下線） 
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